




図書館の “ 情報サービス ” を表す用語の
使用状況
今 村 成 夫
要旨
“情報サービス ”、“ レファレンスサービス ” をはじめとする情報サービス
を表す用語の司書講習テキスト、図書館に関する雑誌記事、および自治体が
公表しているWebサイト上の表記での用語の状況について、調べた。雑誌














































































































2010 年から 2015 年である。（A社：2010 年、B社 2012 年、C社 2012 年、






れていることから、使用されている用語は、主に “ 情報サービス ”と “ レファ
レンスサービス ”の二種類であると予想される。また、上記カリキュラム上
































た科目名とその内容に準拠し、“ 情報サービス ” を多くの個別サービスの総
称としてとらえ、“レファレンスサービス ”は、“ 情報サービス ”の下位概念
で、そうしたサービスの中心的存在として説明している。Ｄのテキストのみ、






















ない。情報サービスの一環として、“ 質問回答 ” の項
目の中で、利用者からなされる質問を “ レファレンス
質問 ” と呼び説明している。また、“ レファレンスプ


















































“情報サービスand図書館 ” のヒット件数が最も多く、576 件、次いで “レ
ファレンスandサービス ” の 549 件となった。しかし、適合件数は、“レファ




および “ 参考業務 ” の適合件数は、それぞれ 73 件と 28 件となった。いず






ヒット件数／件 期間 適合件数／件 期間
①情報サービス and 図書館 576 1965-2016 340 1965-2016
②レファレンス and サービス 549 1952-2016 549 1952-2016
③参考業務 78 件 1954-2010 73 1954-2010






これらの例に見られるとおり、” 情報サービス ” の意味範囲は、前章の司
書講習向けテキストに見られた ” 情報サービス ” の定義と同様に、種々の情
報提供活動を指す言葉ととらえることができよう。
次に、“ レファレンスサービス ” で検索されたレコードのタイトル例を、
同様に表３．４に示した。
表３．３では、“情報サービス ”の前後に医療、行政、法といった名詞が付
けられ使用されているのに対し、“ レファレンスサービス ” では、前後に名












・通信教育における図書館司書課程カリキュラムの問題点と改善案 : 情報サービス演習科目受講生の声にも とづく授業改
善に向けて
・オープンアクセス時代の蔵書構築とサービス
・専門図書館職員に求められる知識・技術 : 情報サービス活動にもとづく職務内容調査をもとに 
・米国の研究図書館におけるレファレンスサービスの動向と新たな情報リテラシーの枠組み
・卒業研究支援としてのオーダーメイドガイダンス
















全国研修会報告 インターネットによる参考業務 : 可能性を探る：図書館って何色？―色彩象徴からみた図書館の世界
全国研修会報告 インターネットによる参考業務 : 可能性を探る ：IT と図書館
全国研修会報告 インターネットによる参考業務 : 可能性を探る ：インターネットでレファレンス 2001 年版
特集 = 海外の情報を提供する専門図書館 ：アメリカンセンター・レファレンス資料室
































結果を表４．２に示した。61 の自治体のうち、40 自治体で “ レファレン
スサービス ”もしくは、“レファレンス ”が用いられていた。12自治体では、
各自治体図書館の web サイト（トップページ）には、情報サービスなどの
支援サービスに関する表示が見られなかった。“ 情報サービス ” を表示に用
いている図書館は見られなかった。なお、“ レファレンスサービス ” 以外の
表示を用いている図書館は 11件、しらべもの（レファレンスサービス）の
ように二つ以上の用語を併記している図書館は５件みられた。“ 参考業務 ”、
“ 参考調査 ” を用いている自治体は見られなかった。





































と “ 情報サービス ” の意味範囲との違いは、使用されている文脈から見て、
明確な相違は見られなかった。なお、第 3章でも記したとおり、“ 情報サー
ビス ”を用いている雑誌記事中では、そのタイトルの中で、法情報サービス、




典2）の記述からも、“ 情報サービス ” という用語には、もともとそうした社
会一般の用語の意味も反映されているようにも受け止められる。
一方、“ レファレンスサービス ” は、そのまま単独で熟語として用いられ
ている例が多かった。この用語は、図書館関連以外の社会での使用例は少な
かった。
今回の調査により、“ レファレンスサービス ” が図書館界で最も多く用い
られていることを、実際に確認することができた。しかし、図書館現場で実







記事上で “ レファレンスサービス ” が多かったが、それは、その業務の範囲
の広狭というよりはむしろ、長年使い慣れた用語としてのなじみ深さや、図
書館以外ではほとんど用いられていない表現である点などが、用語法に相応
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